
２ 審 判 長 は 、 前 項 の 装 置 又 は 場 所 が 相 当 で

な い と 認 め る と き は 、 当 事 者 又 は 参 加 人 に

対 し 、 そ の 変 更 を 命 ず る こ と が で き る 。

３ 前 項 に 規 定 す る も の の ほ か 、 審 判 長 は 、

第 一 項 の 手 続 の 円 滑 な 進 行 の た め に 必 要 な

措 置 を 講 ず る こ と が で き る 。

４ 第 一 項 の 手 続 を 行 つ た と き は 、 そ の 旨 及

び 通 話 先 の 場 所 を 調 書 に 記 載 し な け れ ば な

ら な い 。

（ 口 頭 審 理 に お け る 写 真 の 撮 影 等 の 制 限 ） （ 審 判 廷 に お け る 写 真 の 撮 影 等 の 制 限 ）

第 五 十 四 条 口 頭 審 理 に お け る 写 真 の 撮 影 、

速 記 、 録 音 、 録 画 又 は 放 送 は 、 審 判 長 の 許

可 を 得 な け れ ば す る こ と が で き な い 。

第 五 十 四 条 審 判 廷 に お け る 写 真 の 撮 影 、 速

記 、 録 音 、 録 画 又 は 放 送 は 、 審 判 長 の 許 可

を 得 な け れ ば す る こ と が で き な い 。

（ 口 頭 審 理 の 規 定 の 準 用 ） （ 口 頭 審 理 の 規 定 の 準 用 ）

第 五 十 七 条 の 七 第 五 十 一 条 の 二 、 第 五 十 三

条 、 第 五 十 四 条 及 び 第 五 十 六 条 の 規 定 は 、

証 拠 調 べ に つ い て 準 用 す る 。

第 五 十 七 条 の 七 第 五 十 三 条 、 第 五 十 四 条 及

び 第 五 十 六 条 の 規 定 は 、 証 拠 調 べ に つ い て

準 用 す る 。

（ 特 許 料 納 付 書 の 様 式 等 ） （ 特 許 料 納 付 書 の 様 式 等 ）

第 六 十 九 条 ﹇ 略 ﹈ 第 六 十 九 条 ﹇ 略 ﹈

２ ・ ３ ﹇ 略 ﹈ ２ ・ ３ ﹇ 略 ﹈

４ 特 許 法 第 百 十 二 条 第 二 項 た だ し 書 の 規 定

の 適 用 を 受 け よ う と す る と き は 、 同 項 た だ

し 書 に 規 定 す る 特 許 権 者 の 責 め に 帰 す る こ

と が で き な い 理 由 が あ る 旨 を 記 載 し た 書 面

を 特 許 料 納 付 書 の 提 出 と 同 時 に 提 出 し な け

れ ば な ら な い 。 こ の 場 合 に お い て 、 特 許 料

納 付 書 に そ の 旨 及 び 必 要 な 事 項 を 記 載 し て

当 該 書 面 の 提 出 を 省 略 す る こ と が で き る 。

﹇ 新 設 ﹈

５ 前 項 の 手 続 を す る と き は 、 当 該 手 続 を し

た 日 か ら 二 月 以 内 に 、 特 許 法 第 百 十 二 条 第

二 項 た だ し 書 に 規 定 す る 特 許 権 者 の 責 め に

帰 す こ と が で き な い 理 由 が あ る こ と を 証 明

す る 書 面 を 特 許 庁 長 官 に 提 出 し な け れ ば な

ら な い 。 た だ し 、 特 許 庁 長 官 が 、 そ の 必 要

が な い と 認 め る と き は 、 こ の 限 り で な い 。

﹇ 新 設 ﹈

様式第２ 様式第２
［略］ ［略］
〔備考〕 〔備考〕
１～20 ［略］ １～20 ［略］
21 「【手数料の表示】」の欄は、特例法施
行規則第40条第２項の規定により特例


法第15条第１項の規定による手続に係


21 「【手数料の表示】」の欄は、特例法施
行規則第40条第２項の規定により見込


額からの納付の申出


を行うときは、

様式第13 様式第13
［略］ ［略］
〔備考〕 〔備考〕
１～11 ［略］ １～11 ［略］
12 「【手数料補正】」の欄は、手数料の補
正をする場合（備考11及び13に該当す
るときを除く。）において、納付すべき
不足手数料の額の特許印紙をはるとき
は、その下に特許印紙の額を括弧をし
て記載し、「【補正対象書類名】」には「特
許願」、「期間延長請求書」、「手続補正
書」、「誤訳訂正書」、「出願人名義変更
届」、「出願審査請求書」、「審判請求書」
のように書類名を記載し、「【納付金
額】」には納付すべき不足手数料の額
（「円」、「，」等を付さず、アラビア数
字のみで表示すること。以下この様式
において同じ。）を記載し、「（【予納台帳
番号】）」の欄は設けるには及ばない。

12 「【手数料補正】」の欄は、手数料の補
正をする場合（備考11及び13に該当す
るときを除く。）において、納付すべき
不足手数料の額の特許印紙をはるとき
は、その下に特許印紙の額を括弧をし
て記載し、「【補正対象書類名】」には「特
許願」、「期間延長請求書」、「手続補正
書」、「誤訳訂正書」、「出願人名義変更
届」、「出願審査請求書」、「審判請求書」
のように書類名を記載し、「【納付金
額】」には納付すべき不足手数料の額
（「円」、「，」等を付さず、アラビア数
字のみで表示すること。以下この様式
において同じ。）を記載し、「（【予納台帳
番号】）」の欄は設けるには及ばない。

22～26 ［略］ 22～26 ［略］

る申出


を行うときは、「【予納台帳番
号】」には予納台帳の番号を、「【納付金
額】」には手数料の額


（「円」、「，」等を

付さず、アラビア数字のみで表示する
こと。以下この様式において同じ。）を
記載する。特許法第195条第８項ただ
し書の規定により、現金により手数料
を納付する場合であつて、特例法施行
規則第40条第４項の規定により口座振
替による納付の申出を行うときは、
「（【予納台帳番号】）」を「【振替番号】」
とし、振替番号を記載し、「【納付金額】」
には納付すべき手数料の額を記載す
る。特許法第195条第８項ただし書の
規定により、現金により手数料を納付
する場合であつて、特例法施行規則第
40条第５項の規定により指定立替納付
者による納付の申出を行うときは、
「（【予納台帳番号】）」を「【指定立替納
付】」とし、「【納付金額】」には納付すべ
き手数料の額を記載する。

「【予納台帳番号】」には予納台帳の番
号を、「【納付金額】」には見込額から納


付に充てる手数料の額


（「円」、「，」等
を付さず、アラビア数字のみで表示す
ること。以下この様式において同じ。）
を記載する。特許法第195条第８項た
だし書の規定により、現金により手数
料を納付する場合であつて、特例法施
行規則第40条第４項の規定により口座
振替による納付の申出を行うときは、
「（【予納台帳番号】）」を「【振替番号】」
とし、振替番号を記載し、「【納付金額】」
には納付すべき手数料の額を記載す
る。特許法第195条第８項ただし書の
規定により、現金により手数料を納付
する場合であつて、特例法施行規則第
40条第５項の規定により指定立替納付
者による納付の申出を行うときは、
「（【予納台帳番号】）」を「【指定立替納
付】」とし、「【納付金額】」には納付すべ
き手数料の額を記載する。
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